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次の問瓶1～問題4のうち1つを選んで、解答しなさい。

解答用紙には、問題1～問雌4のどれを選択したか明記して解答すること。

問題1

下表は、1955年と2018年の食品群別の食物繊維摂取翠を示したものである。この表に関

する以下の問に答えなさい e

表食物鍬維摂取臣の変化（g／日）
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i駆］壼年度ー・—_|__ 1955 | 2018 ! 
I 
I殻穎 ! 10.0 j 3_0 

その他の野菜 | 6.9

麟色野菜
ーー

［三
2.0 1.1 

ロー］
その他の野菜は、キャペツ、きゅうリ、大恨、たまねぎ、はくさい、その他の淡色野菜を

豆頬

果実 0.6 

いも類

指す。
出典

平成30年固民健康・栄姜調査

池上幸江：日本食物繊維研究会誌，1, 3 (1997)のデ・ータを--部引用
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問3.

（社会人特別選抜）

小論文（専修に関係する領域）

表から食吻繊維摂取霰の変化についてどのようなことが言えるか考察しなさい。

日本人の食京摂取基準(2020年1ifi()では食物蛾維の巨標捲は男性21g、女性18g

以上1 日(18歳～64歳）である。2018年度の男女平均の食物琺維摂取塁の結果より
どのようなことが問息用となるか考察しなさい。

入学試験問題

表の食品群の中から 一 つ遊び、それに含まれる食物線維の種類、主な生理槻能につ
いて述べなさい。

も｀i

ー

,•
9
｀
ー．
，
．
，

9,

1,.
,'9999,
…,
'

•
9
9.

1
,
1
,
 

9
9●999

9
9
9
9
9
9‘,'

,
 ..
 1,
 ..
 ,'’
 

,'

,•
9
99999,
 ...
 ,99
9,
'

,
 ..
 , ..
 

,.
,'••
9
9
9
 

,
1

9

1
 

本部分については
著作権上の制約により
掲載することができませ
ん。








